
議案第８９号

亀山市職員給与条例の一部改正について

亀山市職員給与条例の一部を別紙のとおり改正する。

令和元年１１月２９日提出

亀山市長   櫻 井 義 之

別  紙  

亀山市職員給与条例の一部を改正する条例

提案理由

 条例の改正について、地方自治法第９６条第１項第１号の規定に

より議会の議決を求める。  



亀山市条例第    号  

 

亀山市職員給与条例の一部を改正する条例  

 

第１条  亀山市職員給与条例（平成１７年亀山市条例第４３号）の

一部を次のように改正する。  

第４７条第２項第１号中「加算した額に」の次に「、６月に支

給する場合においては」を、「１００分の９２．５」の次に「、  

１２月に支給する場合においては１００分の９７．５」を加える。  

別表再任用職員以外の職員の部１の項中「１４４，１００」を  

「１４６，１００」に、「１９４，０００」を「１９５，５００」  

に、「２３０，０００」を「２３１，５００」に、「２６３，０００」 

を「２６４，２００」に、「２８８，９００」を「２８９，７００」 

に改め、同部２の項中「１４５，２００」を「１４７，２００」に、 

「１９５，８００」を「１９７，３００」に、「２３１，６００」  

を「２３３，１００」に、「２６４，９００」を「２６６，０００」 

に、「２９１，１００」を「２９１，９００」に改め、同部３の項 

中「１４６，４００」を「１４８，４００」に、「１９７，６００」 

を「１９９，１００」に、「２３３，１００」を「２３４，６００」 

に、「２６６，７００」を「２６７，８００」に、「２９３，４００」 

を「２９４，０００」に改め、同部４の項中「１４７，５００」  

を「１４９，５００」に、「１９９，４００」を「２００，９００」 

に、「２３４，７００」を「２３６，２００」に、「２６８，８００」 

を「２６９，９００」に、「２９５，５００」を「２９６，０００」 

に改め、同部５の項中「１４８，６００」を「１５０，６００」に、  

「２００，９００」を「２０２，４００」に、「２３６，１００」  

を「２３７，６００」に、「２７０，５００」を「２７１，６００」 

に、「２９７，４００」を「２９７，９００」に改め、同部６の項 

中「１４９，７００」を「１５１，７００」に、「２０２，７００」 

を「２０４，２００」に、「２３７，８００」を「２３９，３００」 



に、「２７２，４００」を「２７３，４００」に、「２９９，７００」 

を「３００，０００」に改め、同部７の項中「１５０，８００」  

を「１５２，８００」に、「２０４，５００」を「２０６，０００」 

に、「２３９，３００」を「２４０，８００」に、「２７４，３００」 

を「２７５，２００」に、「３０２，０００」を「３０２，２００」 

に改め、同部８の項中「１５１，９００」を「１５３，９００」に、  

「２０６，３００」を「２０７，８００」に、「２４０，９００」  

を「２４２，４００」に、「２７６，４００」を「２７７，２００」 

に改め、同部９の項中「１５３，０００」を「１５４，９００」に、  

「２０７，９００」を「２０９，４００」に、「２４２，１００」  

を「２４３，５００」に、「２７８，４００」を「２７９，２００」 

に改め、同部１０の項中「１５４，４００」を「１５６，３００」  

に、「２０９，７００」を「２１１，２００」に、「２４３，６００」 

を「２４５，０００」に、「２８０，４００」を「２８１，２００」 

に改め、同部１１の項中「１５５，７００」を「１５７，６００」  

に、「２１１，５００」を「２１３，０００」に、「２４５，２００」 

を「２４６，６００」に、「２８２，５００」を「２８３，１００」 

に改め、同部１２の項中「１５７，０００」を「１５８，９００」  

に、「２１３，３００」を「２１４，８００」に、「２４６，６００」 

を「２４７，９００」に、「２８４，５００」を「２８５，０００」 

に改め、同部１３の項中「１５８，３００」を「１６０，１００」  

に、「２１４，７００」を「２１６，２００」に、「２４８，１００」 

を「２４９，４００」に、「２８６，５００」を「２８７，０００」 

に改め、同部１４の項中「１５９，８００」を「１６１，６００」  

に、「２１６，５００」を「２１８，０００」に、「２４９，６００」 

を「２５０，８００」に、「２８８，６００」を「２８８，９００」  

に改め、同部１５の項中「１６１，３００」を「１６３，１００」  

に、「２１８，２００」を「２１９，７００」に、「２５０，９００」 

を「２５２，１００」に、「２９０，６００」を「２９０，８００」  

に改め、同部１６の項中「１６２，９００」を「１６４，７００」  



に、「２２０，０００」を「２２１，５００」に、「２５２，３００」 

を「２５３，５００」に改め、同部１７の項中「１６４，２００」  

を「１６５，９００」に、「２２１，７００」を「２２３，２００」  

に、「２５３，８００」を「２５５，０００」に改め、同部１８の  

項中「１６５，７００」を「１６７，４００」に、「２２３，４００」 

を「２２４，９００」に、「２５５，４００」を「２５６，５００」  

に改め、同部１９の項中「１６７，２００」を「１６８，９００」  

に、「２２５，０００」を「２２６，５００」に、「２５７，１００」 

を「２５８，２００」に改め、同部２０の項中「１６８，７００」  

を「１７０，４００」に、「２２６，６００」を「２２８，１００」  

に、「２５８，９００」を「２６０，０００」に改め、同部２１の  

項中「１７０，１００」を「１７１，７００」に、「２２８，０００」 

を「２２９，５００」に、「２６０，５００」を「２６１，６００」  

に改め、同部２２の項中「１７２，８００」を「１７４，４００」  

に、「２２９，７００」を「２３１，２００」に、「２６２，３００」 

を「２６３，３００」に改め、同部２３の項中「１７５，４００」  

を「１７７，０００」に、「２３１，３００」を「２３２，８００」  

に、「２６４，０００」を「２６４，９００」に改め、同部２４の  

項中「１７８，０００」を「１７９，６００」に、「２３２，９００」 

を「２３４，４００」に、「２６５，７００」を「２６６，５００」  

に改め、同部２５の項中「１８０，７００」を「１８２，２００」  

に、「２３４，０００」を「２３５，４００」に、「２６７，６００」 

を「２６８，４００」に改め、同部２６の項中「１８２，４００」  

を「１８３，９００」に、「２３５，５００」を「２３６，９００」  

に、「２６９，５００」を「２７０，２００」に改め、同部２７の  

項中「１８４，０００」を「１８５，５００」に、「２３６，９００」 

を「２３８，３００」に、「２７１，３００」を「２７１，９００」  

に改め、同部２８の項中「１８５，７００」を「１８７，２００」  

に、「２３８，２００」を「２３９，５００」に、「２７３，１００」 

を「２７３，６００」に改め、同部２９の項中「１８７，２００」  



を「１８８，７００」に、「２３９，５００」を「２４０，７００」 

に、「２７４，８００」を「２７５，３００」に改め、同部３０の 

項中「１８８，９００」を「１９０，４００」に、「２４０，７００」 

を「２４１，９００」に、「２７６，７００」を「２７７，０００」 

に改め、同部３１の項中「１９０，７００」を「１９２，２００」  

に、「２４１，７００」を「２４２，９００」に、「２７８，６００」 

を「２７８，８００」に改め、同部３２の項中「１９２，４００」  

を「１９３，９００」に、「２４２，９００」を「２４４，１００」  

に改め、同部３３の項中「１９４，０００」を「１９５，５００」  

に、「２４４，２００」を「２４５，４００」に改め、同部３４の  

項中「１９５，４００」を「１９６，９００」に、「２４５，３００」 

を「２４６，４００」に改め、同部３５の項中「１９６，９００」  

を「１９８，４００」に、「２４６，５００」を「２４７，６００」  

に改め、同部３６の項中「１９８，４００」を「１９９，９００」  

に、「２４７，８００」を「２４８，９００」に改め、同部３７の  

項中「１９９，７００」を「２０１，２００」に、「２４８，７００」 

を「２４９，８００」に改め、同部３８の項中「２０１，０００」  

を「２０２，５００」に、「２５０，１００」を「２５１，１００」  

に改め、同部３９の項中「２０２，２００」を「２０３，７００」  

に、「２５１，５００」を「２５２，３００」に改め、同部４０の  

項中「２０３，５００」を「２０５，０００」に、「２５２，９００」 

を「２５３，６００」に改め、同部４１の項中「２０４，８００」  

を「２０６，３００」に、「２５４，３００」を「２５５，０００」  

に改め、同部４２の項中「２０６，１００」を「２０７，６００」  

に、「２５５，７００」を「２５６，４００」に改め、同部４３の  

項中「２０７，４００」を「２０８，９００」に、「２５７，１００」 

を「２５７，６００」に改め、同部４４の項中「２０８，７００」  

を「２１０，２００」に、「２５８，４００」を「２５８，８００」  

に改め、同部４５の項中「２０９，８００」を「２１１，３００」  

に、「２５９，６００」を「２６０，０００」に改め、同部４６の  



項中「２１１，１００」を「２１２，６００」に、「２６０，９００」 

を「２６１，２００」に改め、同部４７の項中「２１２，４００」  

を「２１３，９００」に、「２６２，３００」を「２６２，５００」  

に改め、同部４８の項中「２１３，７００」を「２１５，２００」  

に改め、同部４９の項中「２１４，８００」を「２１６，３００」

に改め、同部５０の項中「２１５，９００」を「２１７，４００」  

に改め、同部５１の項中「２１６，９００」を「２１８，４００」

に改め、同部５２の項中「２１８，０００」を「２１９，５００」  

に改め、同部５３の項中「２１９，１００」を「２２０，６００」

に改め、同部５４の項中「２２０，１００」を「２２１，６００」  

に改め、同部５５の項中「２２１，０００」を「２２２，５００」

に改め、同部５６の項中「２２２，０００」を「２２３，５００」  

に改め、同部５７の項中「２２２，４００」を「２２３，８００」

に改め、同部５８の項中「２２３，３００」を「２２４，６００」  

に改め、同部５９の項中「２２４，１００」を「２２５，４００」

に改め、同部６０の項中「２２４，９００」を「２２６，１００」  

に改め、同部６１の項中「２２５，６００」を「２２６，８００」

に改め、同部６２の項中「２２６，６００」を「２２７，８００」  

に改め、同部６３の項中「２２７，４００」を「２２８，６００」

に改め、同部６４の項中「２２８，３００」を「２２９，４００」  

に改め、同部６５の項中「２２９，０００」を「２３０，１００」

に改め、同部６６の項中「２２９，８００」を「２３０，８００」  

に改め、同部６７の項中「２３０，７００」を「２３１，７００」

に改め、同部６８の項中「２３１，７００」を「２３２，７００」  

に改め、同部６９の項中「２３２，４００」を「２３３，４００」

に改め、同部７０の項中「２３３，１００」を「２３４，０００」  

に改め、同部７１の項中「２３３，７００」を「２３４，５００」

に改め、同部７２の項中「２３４，５００」を「２３５，２００」  

に改め、同部７３の項中「２３５，３００」を「２３６，０００」

に改め、同部７４の項中「２３６，０００」を「２３６，６００」  



に改め、同部７５の項中「２３６，７００」を「２３７，２００」

に改め、同部７６の項中「２３７，３００」を「２３７，７００」  

に改め、同部７７の項中「２３８，０００」を「２３８，４００」

に改め、同部７８の項中「２３８，８００」を「２３９，１００」  

に改め、同部７９の項中「２３９，６００」を「２３９，８００」

に改める。  

第２条  亀山市職員給与条例の一部を次のように改正する。  

第３０条第１項中「１万２，０００円」を「１万６，０００円」  

に改め、同条第２項中「掲げる額」を「定める額」に改め、同項

第１号中「２万３，０００円」を「２万７，０００円」に、「１万

２，０００円」を「１万６，０００円」に改め、同項第２号中「２

万３，０００円」を「２万７，０００円」に、「１万６，０００

円」を「１万７，０００円」に改める。  

第４７条第２項 第１号中「、６ 月に支給する場 合においては

１００分の９２．５、１２月に支給する場合においては１００分

の９７．５」を「１００分の９５」に改める。  

附  則  

（施行期日等）  

１  この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、

令和２年４月１日から施行する。  

２  次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から適用する。  

（１）第１条の規定による改正後の亀山市職員給与条例（以下「改

正後の給与条例」という。）別表の規定  平成３１年４月１日  

（２）改正後の給与条例第４７条の規定  令和元年１２月１日  

（平成３１年４月１日から施行日の前日までの間における異動者

の号給）  

３  平成３１年４月１日から第１条の規定の施行の日（次項におい

て「施行日」という。）の前日までの間において、第１条の規定

による改正前の亀山市職員給与条例（次項及び第５項において「改

正前の給与条例」という。）別表の規定により、新たに給料表の



適用を受けることとなった職員及びその属する職務の級又はその

受ける号給に異動のあった職員のうち、市長の定める職員の、改

正後の給与条例別表の規定による当該適用又は異動の日における

号給は、市長の定めるところによる。  

（施行日から令和２年３月３１日までの間における異動者の号給

の調整）  

４  施行日から令和２年３月３１日までの間において、改正後の給

与条例別表の規定により、新たに給料表の適用を受けることとな

った職員及びその属する職務の級又はその受ける号給に異動のあ

った職員の当該適用又は異動の日における号給については、当該

適用又は異動について、まず改正前の給与条例別表の規定が適用

され、次いで当該適用又は異動の日から改正後の給与条例別表の

規定が適用されるものとした場合との権衡上必要と認められる限

度において、市長の定めるところにより、必要な調整を行うこと

ができる。  

（給与の内払）  

５  改正後の給与条例の規定を適用する場合においては、改正前の

給与条例の規定に基づいて支給された給与は、それぞれ改正後の

給与条例の規定による給与の内払とみなす。  

 （住居手当に関する経過措置）  

６  第２条の規定の施行の日（以下この項において「一部施行日」

という。）の前日において同条の規定による改正前の亀山市職員

給与条例第３０条の規定により支給されていた住居手当の月額が

２，０００円を超える職員であって、一部施行日以後においても

引き続き当該住居手当に係る住宅（貸間を含む。）を借り受け、

家賃（使用料を含む。以下この項において同じ。）を支払ってい

るもののうち、次の各号のいずれかに該当するもの（規則で定め

る職員を除く。）に対しては、一部施行日から令和３年３月３１

日までの間、第２条の規定による改正後の亀山市職員給与条例第

３０条の規定に かかわらず、当 該住居手当の月 額に相当する額



（当該住居手当に係る家賃の月額に変更があった場合には、当該

相当する額を超えない範囲内で規則で定める額。第２号において

「旧手当額」という。）から２，０００円を控除した額の住居手

当を支給する。  

（１）第２条の規定による改正後の亀山市職員給与条例第３０条第

１項に該当しないこととなる職員  

（２）旧手当額から第２条の規定による改正後の亀山市職員給与条

例第３０条第２項の規定により算出される住居手当の月額に相

当する額を減じた額が２，０００円を超えることとなる職員  

７  前項に定めるもののほか、同項の規定による住居手当の支給に

関し必要な事項は、規則で定める。  


